29. 道案内をしよう(2)
○　目的：ゲームを通して建物の名前や道案内の仕方に慣れる。
○　対象：小学６年生
○　文法：Go straight. / Turn right [left]. / Where is ~? / It’s on your right [left].
○　語彙：bank/ bookstore/ school/ park/ department store/ flower shop/ police box/ 　
　restaurant/ hospital/ fire station/ post office/ station/ aquarium
○　準備：模造紙、絵カード、人形、のり、色鉛筆
＜ゲームの進め方＞
○ Pre-task
　１．絵カードを使って建物の名前の復習をする。
　２．体を使って表現の仕方を復習する。
○ Task
　１．４人１グループになる。（児童Ａ、児童Ｂ、児童Ｃ、児童Ｄ）
　２．３つずつ建物の位置情報が書かれた地図を１人１人に渡す。
３．児童Ａが児童BCDにWhere is ~?と尋ねる。（自分が持っているカード以外）
　４．そのカードを持っている児童はstationから目的地までの道案内をする。
　５．道案内を聞きながら児童Ａは人形を動かして指示に従い目的地に向かう。
　６．目的地に着いたら児童ＡはHere?と尋ねる。
　７．道案内をした児童は合っていたらYES、間違っていたらNOと答える。
　８．間違っていたらその場所からもう一度児童Ａに道案内をし直す。
　９．合っていたら建物の絵を貼り、児童Ｂが尋ねる役に交代する。
　10．同じ要領で児童Ｃと児童Ｄも、順番に道を尋ねていく。
　11．12個全部の建物の道案内を終えたら、街の名前を考えたり色を塗ったりして、自分たちのオリジナルの街を作る。
＜ワンポイント・アドバイス＞
　尋ねる役、案内役をしていない児童２人も一緒に道案内を聞くように促す。
(Mika)
